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研究成果の概要（和文）：発達障害は神経心理学的に前頭葉の機能障害であることが明らかにな

るにつれて、行動抑制やワーキングメモリモデルに基づく認知神経科学的研究が近年活発に行

われてきている。発達障害の脱抑制が、サッケード、NoGo 電位、情動性自律反応などの神経生

理学的手法から明らかとなった。さらに、将来に向けた文脈を形成するためには、適切な行動

（抑制・促進）を随時意思決定する必要があり、その際情動性自律反応が bias として作用して

いることが明らかとなった。 

 

研究成果の概要（英文）：In current neuropsychological theory, the core symptoms in 
developmental disorders are considered to be caused by abnormal selection and 
maintenance of motor response to stimuli, due to a failure to inhibit or delay behavioral 
responses, which are also hypothesized to lead to secondary impairment in frontal lobe 
function (executive functions).  We confirmed that evidences of disinhibition in 
developmental disorders came from neuropsychological tasks, such as memory-guided 
saccade task, continuous performance test, and Markov decision task using 
neurophysiological methods (saccade eye movement, NoGo potential, and sympathetic skin 
response). In addition, we confirmed that emotional autonomic response is a critical 
requirement for decision making of future outcomes. 
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子研究、薬理生化学、神経放射線学的手法に

より知見が集りつつあるが、未だ明確な生物

学的マーカーがないため、診断と治療効果判

定には行動観察や心理検査が主体である。認

知/情動処理から意思決定、行為にいたる情

報処理過程の発達と障害に関わる神経基盤

は現在まで明らかとなっていないため、医学

的診断と治療評価基準が確立していないの

が現状である。一方、脳科学の進歩により人

間の社会性を支える神経基盤に関する知見

が急速に集積し、社会的活動、モラル、報酬

と深く関わる脳領域が明らかになりつつあ

る。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、新たに開発した神経心理

学的課題で認知・情動処理系を同時計測する

ことで、両者の相互作用と意思決定に関わる

情報処理発達過程と臨界期を健常児におい

て定量化する。さらに、発達障害の神経生理

学的障害パターン（情動機能の脱抑制）を生

物学的マーカーとして診断と治療に対する

QOL 向上のための評価基準を確立することに

ある。 

 

３．研究の方法 

認知・情動処理系を賦活する神経心理学的

課題（遅延課題、モラル課題、報酬予測課題）

を遂行中に生体内で生ずる内部信号を、神経

生理学的手法(認知機能は事象関連電位、近

赤外線スペクトロスコピー、情動性自律反応

には交感神経皮膚反応)で同時計測する。健

常児においてこれらのデータを比較分析し、

認知機能と情動機能の脳機能結(functional 

connectivity)に関する正常発達過程とその

臨界期の違いを定量化する。さらに、発達障

害の病態モデルである小児てんかんに発達

障害が併存した児と発達障害児を対象に認

知・情動処理系の特異的な障害パターン（作

業仮説として情動機能の脱抑制あるいは低

下を想定している）を解析して発達障害の認

知神経科学的診断を確立する。 

 

４．研究成果 

発達障害に関わる我々の本研究は、小児にお

ける認知機能をNew York 大学精神神経科

Goldberg 教授と、その神経基盤の解明には京

都大学高次脳機能センター福山教授と脳賦活

試験による脳機能解析を実施してきている。

さらに、情動機能に関しては誘発性と覚醒性

の2 次元モデルで析出した視覚情動性刺激か

ら情動性自律反応(警告信号)を得てモラル行

動欠如の客観的評価を行い、強化学習過程に

おける情動(報酬予測、警告信号)の関与を国

内外で公表してきている。さらに、小児てん

かんにおける神経機能解剖学的研究から3次

元MRI による前頭葉体積の低成長に伴う発達

障害の併存や、前頭葉てんかんにおける検

索・抑制などの前頭葉機能の低下を明らかに 

した。 

これらの成果から、社会集団のなかで適切

な意思決定と行動選択には、認知機能と情動

機能が相互作用する前頭葉機能が重要である

ことが判明したが、その相互作用をダイナミ

ックな手法で認知神経科学的に解明すること

が今後の研究課題となった。 
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